
 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査（３年生）の結果より 
先日、新聞等で報道されましたように、３年生を対象に今年４月に実施された、全国学力・学習状況 

調査の結果が発表されました。以下に、塩浜中の結果の分析と今後の方策をお知らせいたします。 

 

 １ 学力調査からみられる本校生徒の特徴（強みと弱み） 

【国語】 

   全体的に今回の問題が難化した様子が分かりますが、県平均及び全国平均よりも 10 ポイント以上低い正

答率になりました。特に「話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめ

ることができるかどうかをみる」「表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるよう

に工夫することができるかどうかをみる」といった問題で無回答率が高くなっており、自分の考えを論理的

にまとめ表現する力が全体的に弱いと考えられます。 

しかし、無回答率が 0％の項目が１５問中７問と生徒は問題に対し真摯に取り組んでいます。「資料を用

いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように話すことができるかどうかをみる」に関しては、県、全国平

均より正答率が高くなっており、他の考えを理解して自分なりに表現する力はついていると考えられます。

今後、対話や作文活動などで自己の考えを整理し表現する力をつけるよう指導していきます。 

【数学】 

   全体の平均正答率では、県平均及び全国平均よりも 10ポイント近く低くなりました。領域別にみるとす

べての領域で平均正答率が県平均及び全国平均を下回っています。特に、「関数」,「図形」の領域におい

て課題があるという結果になりました。また、全国的にも「問題を解決する過程を、式、グラフなどを用

いて数学的に説明すること」に無回答率が高くなったように、本校でも記述式の問題全般において高い結

果となっており、深く考える前に諦めてしまう傾向があるようです。 

今後、学習する「関数」,「図形」の授業において、既習事項と結びつけながら丁寧に指導していきま

す。習熟度別の少人数授業においては、数学が苦手な生徒に対して更に丁寧な個別指導を行います。ま

た、ペア・グループの学習における「自分の考えをうまく伝える工夫」や「自分の考えを深めたり、広げ

たりする活動」を通して、課題に対して粘り強く取り組む姿勢を育てていきます。 

 

２ 生徒質問紙からみられる特徴（学習、生活の状況に関して） 

高い数値を示した項目は、「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」「授業や学校生活では、友達や周

りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか」で「している・どちら

かといえば、している」を回答した生徒が 100％であることをはじめ、「いじめは、どんな理由があってもい

けないことだと思いますか」「学校に行くのが楽しい」「朝食を毎日食べていますか」「将来の夢や目標をもっ

ていますか」「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」「あなたの学級では、学級生活をより

よくするために学級活動で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていますか」「学級の生徒

との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができています

か」「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいます

か」では 90％以上の生徒が肯定的な回答を選択しています。これは、昨年度までの職場体験学習や職業講話、

進路学習などの様々な体験活動を積み重ねてきた成果だと考えられます。また、「将来の夢や目標を持ってい

ますか」「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはでき

ていますか」「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」「１、２年生のときに受けた授業で

は、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたかの項目に対して、肯定的な回答する生
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徒の割合が県平均および全国平均より高い現状です。このことから、自分と違う意見に対して、自信を持って

意見を言える生徒が多く、日常から話し合い活動を多く取り入れてきた成果であるといえます。 

一方で、「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなど

の学習活動に取り組んでいますか」という生徒が約 59.1％であり、「授業で学んだことを、次の学習や実生活

に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思いますか」「学習した内容について、分かった点や、

よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか」という問いに対して県、全国平

均より生徒が否定的な回答をしており、学習の目的や方法が理解できていない面があるようです。今後授業に

おいて、学習内容と将来の展望との結び付けや日常生活につながる内容の活動や振り返りを丁寧に行うなど

キャリア教育の視点で授業改善を行っていきます。 

 

３ 学校質問紙からみた学校の特徴（県や全国との比較） 

本校は小規模校であり職員は全学年の授業を受け持っているため、すべての教員が全校生徒の状況を把握

しており、連携した取り組みが行いやすいという強みがあります。ＩＣＴの活用においても、職員内で分から

ないことを聞き合える環境があり、日常のОＪＴを含めて研修を深めあっています。また、道徳を学年の枠を

超えてシャッフルで行い、互いに参観することで意見を出し合って指導の工夫に努めています。 

生徒においては、一人１台タブレットが配付され、健康チェックや授業の振り返りをしたり、分からない

ことを調べたりしているため、「学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと

思いますか」という項目が高いと考えられます。 

 

４ 本調査問題の趣旨等を踏まえた授業改善（自校調査結果の分析から強みを伸ばし、弱みを改善す

る等）、家庭学習や補充学習等としての具体的な取り組み 
ア）授業改善について 

すべての教科において、１時間のめあてを設定して、授業の最後にまとめています。また、振り返り

シートを各教科工夫し、生徒の気づきや発見した考え方をその後の授業に取り入れています。しかしな

がら、振り返りシートでは書いているものの自分の言葉で相手に伝えることが苦手な生徒が多いため、

今後は、授業内で発表したり説明したりする活動を取り入れていきたいと考えます。それと同時に、学

校での学習活動が将来どんな力につながるのか丁寧に説明するなどキャリア教育の視点で授業を改善し

ていきます。 

職員の研修においては、引き続き四日市モデルの５つのプロセス（問題の理解→問題の特徴づけと表

現→問題の解決→解決方法の共有→問題の熟考と発展）をふまえた授業づくりを各教科で取り組み、校

内研修として相互参観という形をとり、問題解決能力を向上させる授業への理解を深め、授業力の向上

に努めます。現在、すべての教員が教育アドバイザーまたは指導主事に授業を参観していただき、今後

の授業改善につなげる取り組みをしています。 

 

イ）家庭学習の定着・工夫について 

家庭学習の習慣がつくように、各教科で定期的に宿題を出し、授業で確認することを継続しています。

学習習慣の定着を図るため、定期試験前にまとめて課題を与えるのではなく、こまめに宿題を出すことを

心がけています。第３学年では、帰りの会の時間を利用し、３つのレベルから自分で選んだ問題集を用い

て中学校３年間の基本の復習ができるように自主学習を進めています。また、教科によっては、毎回の漢

字テスト、小テストを実施したり、定期的に単元テストを実施したりして自分の定着度を確認させ、定期

テストに向けて家庭学習がしやすくできるような工夫をしています。 

 

ウ）補充学習等の充実について 

    定期テスト期間、及び長期休業中には質問日を設け、生徒の疑問が解決できる時間を保証しています。

また、長期休業中には、学力の不安な生徒を対象として宿題に取り組む学習会を４回程度行い、分からな

い問題をそのままにしないよう職員に質問のできる状況の下で課題に取り組める日を設けています。また、

この取り組みは、１学期の三者懇談会で保護者の方にも周知してご家庭と協力しながら進めています。 


